
【提出様式】　令和６年度　豊島区立学校　学校評価　自己評価表
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Ⅰ
就学前から小学
校・中学校への
円滑な接続

Ⅰ－１
学校は、関係諸機関等(保育園や幼稚園、小学校、
中学校)と連携を図ろうとしている。

38 39 4 0 13 3 5 0 0 0 11 4 2 0

小学校と連携し、ゴミゼロデー、挨拶運

動、募金活動を行ったり、中学校教員が

出前授業を行ったりしたことで、充実し

た連携となった。

Ⅱ－１
学校は、子どもの学力の定着・向上のために、分
かりやすい授業を行っている。

37 42 6 0 9 3 5 0 0 0 14 2 0 0

Ⅱ－２

学校は、ＩＣＴ機器やタブレット端末等の活用に
より、分かりやすい授業の実施や子どもの学びの
意欲の向上に取り組んでいる。

36 41 5 2 10 3 5 0 0 0 9 7 0 0

Ⅲ－１

学校は、道徳科の時間を含めた全教育活動をとお
して、互いの良さを尊重し合う温かい学校づくり
を推進している。

44 37 5 1 7 3 5 0 0 0 12 4 0 0

Ⅲ－２
学校は、生命を大切にする態度や思いやり、優し
い心を育てている。

38 39 2 0 15 4 4 0 0 0 12 4 0 0

Ⅳ－１
学校は、子どもの体力向上や健康の促進に、積極
的に取り組んでいる。

36 46 2 1 9 4 4 0 0 0 13 3 0 0

Ⅳ－２
学校は、充実した食育指導を通して、健康教育に
取り組んでいる。

36 30 8 1 19 3 5 0 0 0 13 2 1 0

Ⅴ－１
学校は、いじめ防止等（未然防止、早期発見、早
期対応）に学校全体で組織的に対応している。

40 33 3 0 18 5 3 0 0 0 15 1 0 0

Ⅴ－２
学校は、子ども達の気持ちを理解するために、一
人一人に寄り添いながら、指導を行っている。

43 38 6 0 7 3 4 0 0 1 13 3 0 0

Ⅴ－３
学校は、特別支援教育や発達障害等に関して、一
人一人に適切な指導を行っている。

20 20 4 0 50 3 4 0 0 2 13 3 0 0

Ⅵ－１
学校は秩序があり、子ども達は落ち着いて学校生
活を送っている。

48 37 5 0 4 6 2 0 0 0 9 6 1 0

Ⅵ－２
学校は、保護者や地域の方の意見や要望を受け止
め、学校改善に生かしている。

40 43 2 0 9 6 2 0 0 0 11 3 0 0

Ⅶ－１

学校は、学校や子ども達の様子を、学校だよりや
ホームページ、学校公開等によって、分かりやす
く伝えている。

60 28 4 0 2 7 1 0 0 0 15 1 0 0

Ⅶ－２
学校は、家庭や地域と協力しながら子どもを教育
している。

44 41 4 0 5 7 1 0 0 0 11 5 0 0

Ⅷ
特色ある
  教育活動

Ⅷ－１
学校は、発信力の育成の取り組みに関する教育を
推進している。

28 39 8 3 16 7 1 0 0 0 15 1 0 0

「発信力の育成」を意識した指導を教育

活動全体を通して行うことができた。

Ⅸ 働き方改革 Ⅸ－１

学校は、校務支援システムの活用や「チーム学
校」を意識した業務分担等により、組織的に業務
の効率化・最適化を目指して取り組んでいる。

7 8 1 0

各分掌、学年「チーム学校」を意識して

組織的に行うことができている。

豊島区立 駒込中 学校

教職員の仲がよい様子が伝

わってきます。
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発達段階に応じた道徳の指導を行い、お

互いの良さを認め合い、良好な人間関係

の形成につながっていた。

保護者へ「豊かな心の育成」等の取り組

みを学年だより等で知らせる機会が少な

かった。
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Ⅳ
健やかな
  体の育成

Ⅲ
豊かな
  心の育成

夏休み明けにICT担当教員と支援員が企

画し、研修会を実施したことで、各教科

等さまざまな教育活動全体を通してICT

を活用した授業改善をすることができ

た。また、発信力の育成を意識した授業

を全ての教科で行った。

保健委員が、毎月衛生点検の取り組みを

行ったり、行事食の時には給食委員が

「食」に関するトピックスを紹介した。

生徒の主体的な活動を通して、健康教育

の推進ができた。

Ⅴ
一人一人を大切
にする
教育の推進

いじめアンケートやi-checkを活用し、

いじめの未然防止、早期発見、早期対応

に組織的に取り組むことができた。さく

らルームを有効活用し、生徒の居場所を

確保できている。また、関係諸機関と連

携し、生徒一人一人の状況を共有でき

た。「特別支援教育」等に関しては、わ

からないと回答した保護者が多かった。

Ⅵ
教師力の向上と
魅力ある
学校づくり

ホームページや各種たより、としま土曜

公開授業等を通して、開かれた学校づく

りに取り組みことができた。来年度も継

続して行う。

生徒や保護者アンケートの結果から生徒

は落ち着いて学校生活を送ることができ

ている。

Ⅶ
家庭・地域との
連携

※学校関係者による評価の評語は、自己評価結果について以下の視点で行う。  Ａ　評価は妥当である　　　Ｂ　評価はおおむね妥当である　　Ｃ　評価は妥当ではない　　Ｄ　評価方法を見直す必要がある

今年度以上に「チーム学校」を意識し、組織的に業務

を行う。そのために、デジタル化や外部人材の活用を

促進させ、生徒と向き合う時間を充実させる。

A

来年度も生徒の発信力を高めるため、授業改善を図

る。また、生徒による授業評価や各種学力調査の結果

分析を基に授業改善プランを作成し、授業改善を図る

ことで、生徒の学力向上を図る。

年度当初に研修会を企画することでタブレットをさら

に効果的に活用し、質の高い授業を全教員で実践して

いく。

登下校で会うと元気に挨拶し

ている生徒が多くうれしく思

います。校長先生の方針が根

付いているという印象を受け

ました。生徒は和やかに生活

できているので、豊かな心の

育成は確実にできている。

A

「考え、議論する」道徳を実践するために、授業改善

を進めていく。生命の大切さをさらに考えさせるとと

もに他者を理解する心を育てる。

学年だより等で保護者へ「豊かな心の育成」等の取り

組みを知らせるようにする。

来年度は、研究２年目なので、今年度以上に全教員で

生徒の「発信力の育成」を行う。さらに、生徒が発信

できる場面を増やし、成功体験を重ねることで自己肯

定感を高める指導を行う。

定期的に教育相談委員会を開

催し、特別支援教育やいじ

め、不登校の防止・早期発

見・早期対応等を組織的に

行っている。今後も続けてい

ただきたい。

B

今年度同様に、不登校対策支援員、Ｓルーム教員、

SC、SSWを交えた特別支援委員会を定期的に開催し、

一人一人に寄り添った方策を組織的に見立て、指導を

行う。いじめ・不登校対策委員会は、週に１回開催

し、いじめや不登校の防止・早期発見・早期対応等を

組織的に行う。

「いじめ防止」や「特別支援教育」に関して学校だよ

りや保健だよりで実際に行っていることを周知する。

アンケートの結果からも安定

した学校生活が保たれている

と思う。 B

学校ホームページの充実に努

め地域への周知を図ってい

る。

教育センターや児童相談所等

とも連携を図り、生徒を支

援・見守っていただき感謝し

ている。

A

今年度同様、ホームページや各種たよりの充実に努め

地域への周知を図る。また、教育センターや児童相談

所等とも継続して連携を行う。

各行事はもちろん毎日の授業

でも生徒の「発信力」を意識

していることが、素晴らしい

と思います。

A

154 94 11 9

保護者や生徒、地域の学校評価の結果を分析し、ＰＤ

ＣＡサイクルによる学校改善を一層推進させる。

保護者や地域の方の意見や要望を受け止め、地域での

生活の仕方の指導を継続して行う。

来年度は、「発信力の育成」を意識した連携を行って

いく。ゴミゼロデーでは、地域班ごとに中学生を配置

し、縦のつながりを意識させるような取り組みになる

ように小学校連携し、実施する。

進学前の保護者に中学校の良

さが伝わる機会がさらに増え

るとよい。 A

次年度に
向けた
改善策

学校関係者による評価

学校関係者
評価の意見

標
語

運動会で自主的に行動してい

る生徒が多く、運動会を盛り

上げたいと言う意気込みを感

じました。がん教育の講演会

等、日頃から生徒の健康促進

に取り組んでいる様子が分か

りました。

B

健康教育は、教科横断で取り組み、健康への意識をさ

らに高める。保健体育は、今年度同様、体を動かすこ

との楽しさを理解させ、体力向上に努める。

来年度も、生徒が生涯を通じて心身の健康を保持増進

するための取り組みを企画・運営する。

ＩＣＴ機器を活用した授業等

工夫され、保護者も生徒も肯

定評価が多く、確実に実施さ

れている。

評価対象者数　（人）
児童・生徒数 保護者数 教職員数 地域の方


